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反応課題における RT と ERPs の分析を行い、両者の状況判断過程に関する差異を検討していた。







選択場面における Go/NoGo課題の ERPs、EMG－RT及び RT等を分析し、High performance群（H
群）13名と Low performance群（L群）13名の状況判断特性を比較検討していた。 
(結果) 
研究課題①の結果では、複雑な視覚刺激が提示される CRT2 において Expert 群が Novice 群と比
較して、N200、P300ともに有意に短い潜時を示し、RT においても CRT2で Expert群が Novice群
と比較して有意に短縮していた。 
研究課題②の結果では、H群は L 群と比較して課題正答率が有意に高く、RT 及び EMG－RT が
有意に短かった。つまり、H群はパス選択を行う場面において L群よりも正確かつ早い運動・反応
の出力がなされていた。また、初期視覚情報処理（P100潜時）では H群が L群と比較して有意に
















始するよりも前に入力された刺激を分類することが先に処理がされている。H 群は EMG－RT と
N200潜時に有意な相関関係は認められず、L群だけに GoN200潜時、NoGoN200潜時ともに有意な
正の相関関係が認められている。さらに、EMG－RTと P300潜時の相関分析では H群には GoP300、

















平成 30年 9月 14日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明
を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
なお、学力の確認は、人間総合科学研究科学位論文審査等実施細則第 11条を適用し免除とした。 
よって、著者は博士（コーチング学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
 
